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中
国
・
宋
代
の
朱し

ゅ

新し
ん

仲ち
ゅ
うの

「
五ご

計け
い

」
と
い
う
言

葉
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
で
は
、
庶
民
に
篤あ
つ

く
信
奉
さ
れ
た
貝か

い

原ば
ら

益え
き

軒け
ん

が
正

し
ょ
う

徳と
く

二
年
（
一
七
一
二
）
に
『
家か

道ど
う

訓く
ん

』
で

紹
介
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
五
計
」
が
急
速
に
一

般
化
し
た
よ
う
だ
が
、
同
書
で
は
「
五
計
」
を
こ

う
説
明
し
て
い
る
。

　

一
〇
代
「
生せ
い

計け
い

」
＝
父
母
の
教
え
に
背
か
ず
に

生
き
る

　

二
〇
代
「
身し
ん

計け
い

」
＝
学
問
・
諸
芸
を
身
に
つ
け
、

身
を
立
て
る
準
備
を
す
る

　

三
〇
〜
四
〇
代
「
家か

計け
い

」
＝
家
業
を
営
み
、
家

を
保
つ

　

五
〇
代
「
老ろ

う

計け
い

」
＝
子
孫

を
世
間
に
通
用
す
る
よ

う
に
育
て
る

　

六
〇
代
「
死し

計け
い

」
＝
死
期

に
臨
ん
で
後
悔
し
な
い

よ
う
に
死
後
の
準
備
を

す
る

　

そ
の
上
で
、
益
軒
は
「
五

計
は
誰
も
が
実
行
で
き
る
計

は
か
り
ご
と

で
あ
り
、
こ
れ
が
実
行
で
き

な
い
者
は
怠
慢
で
、
生
き
る

力
を
持
た
な
い
人
間
だ
」
と

述
べ
た
が
、
現
代
人
に
と
っ

て
「
五
計
」
は
容
易
な
こ
と

で
は
な
い
。

　

こ
の
う
ち
「
死
計
」
に
つ

い
て
は
、
土つ
ち

屋や

巨き
ょ

禎て
い

が
寛か

ん

政せ
い

江
戸
「
人
間
教
育
」
の
知
恵

養生の灸も親心（前訓絵抄）

幼子を慈しむ（家職要道）

【
第
二
回
】　
藩
主
が
綴
っ
た
人
生
七
〇
年
の
計

往
来
物
研
究
家
　
　

小
泉　

吉
永

　
江
戸
時
代
に
は
人
生
の
生
き
方
を
説
い
た
生
涯
指
針
と
と
も
に
、年
代
別
教
育
論
が
数
多
く
登
場
し
た
。
特
に
著
者
が
多
彩
な
点
は
注
目
す
べ
き
で
、

大
名
、
漢
学
者
、
漢
詩
人
、
医
者
、
経け

い

世せ
い

家か

、
仏
僧
、
神
官
、
国
学
者
、
心
学
者
、
故こ

実じ
つ

・
礼れ

い

法ほ
う

家か

、
書
家
、
書し

ょ

肆し

、
往
来
物
作
者
、
読
本
・
浄
瑠

璃
作
家
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
江
戸
時
代
は
身
分
・
職
分
を
超
え
て
人
間
教
育
が
模
索
さ
れ
た
時
代
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は
世
界
に
例
が
な
い
。

　
今
回
は
、
尾
張
藩
初
代
・
徳と

く

川が
わ

義よ
し

直な
お

の
啓け

い

蒙も
う

的
著
作
『
初し

ょ

学が
く

文ぶ
ん

宗そ
う

』
に
人
生
を
学
ぶ
。

江
戸
時
代
に
一
般
化
し
た

「
五
計
」

『
家
道
訓
』
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し
置
き
、
四
々
十
六
、
四
五
二
十
、
四
六
廿
四
、

四
七
廿
八
、
四
八
三
十
二
、
四
九
三
十
六
の
頃

手
元
へ
引
き
取
り
嫁
を
と
り
、
五
々
廿
五
、
五

六
三
十
、
五
七
卅
五
、
五
八
四
十
、
五
九
四
十

五
よ
り
商
売
に
他
国
へ
遣
し
、
六
々
三
十
六
、

六
七
四
十
二
、
六
八
四
十
八
、
六
九
五
十
四
よ

り
宿
に
居
り
、
七
々
四
十
九
、
七
八
五
十
六
、

七
九
六
十
三
に
て
安
堵
の
隠
居
振
舞
い
も
賑に
ぎ

々に
ぎ

敷し

く
こ
れ
を
相
済
ま
し
、
八
々
六
十
四
、
八
九

七
十
二
、
九
々
八
十
一
、
老
い
の
楽
し
み
に
名

所
旧
跡
見
物
し
、
実げ

に
此
の
上
や
有
る
べ
き
と

万
々
年
も
栄
え
給
う
べ
し
。
穴あ
な

賢か
し
こ。

　

す
な
わ
ち
、
四
〜
六
歳
か
ら
行
儀
作
法
、
八
〜

一
〇
歳
か
ら
手
習
い
・
学
問
を
始
め
、
一
四
歳
ま

で
厳
し
く
育
て
た
後
、
一
六
歳
以
降
は
他
家
で
奉

公
修
業
し
、三
〇
代
に
実
家
の
店
に
戻
っ
て
結
婚
、

四
〇
代
か
ら
他
国
商
売
の
経
験
を
積
み
、
五
〇
代

で
店
の
経
営
を
任
さ
れ
、
六
〇
代
で
隠
居
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
往
来
物
は
全
文
を
丸
暗
記
す

る
ほ
ど
徹
底
的
に
反
復
学
習
さ
れ
る
の
が
常
だ
か

ら
、
ひ
と
た
び
『
九
々
往
来
』
を
学
べ
ば
本
当
に

一
生
の
指
針
と
な
っ
た
。

六
年
（
一
七
九
四
）
刊
『
家か
ぎ

業ょ
う

相そ
う

続ぞ
く

力
ち
か
ら

艸ぐ
さ

』
で
、

そ
の
具
体
的
内
容
を
こ
う
説
明
し
た
。

　

子
孫
が
相
続
し
、
家
が
長
く
繁
栄
す
る
こ
と
を

願
う
な
ら
、
陰い
ん

徳と
く

を
積
む
こ
と
が
大
切
。
心
に

仁
を
保
っ
て
善
い
行
い
を
し
、
神
仏
を
敬
っ
て

先
祖
を
祭
り
、
貧
乏
人
に
は
支
援
し
、
飢
え
た

者
に
は
施
し
、
年
寄
り
を
助
け
、
幼
児
を
可
愛

が
り
、
病
人
を
い
た
わ
っ
て
、
他
人
の
過
ち
を

諌い
さ

め
、
み
だ
り
に
生
き
物
を
殺
さ
ず
、
落
と
し

物
は
持
ち
主
を
探
し
て
返
し
、
そ
の
ほ
か
、
薬

を
施
し
、
道
を
あ
け
る
な
ど
小
善
を
努
め
て
怠

ら
な
け
れ
ば
、
家
業
繁
昌
や
子
孫
長
久
は
疑
い

な
い
。

　

要
す
る
に
「
死
計
」
と
は
「
積せ
き

善ぜ
ん

の
家
に
余よ

慶け
い

あ
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
生
き
る
こ
と
で
あ
る
。

「
五
計
」
の
よ
う
な
生
涯
指
針
は
、
裏
返
せ
ば
年

代
別
教
育
論
に
な
る
。
年
代
別
教
育
論
は
江
戸
時

代
の
育
児
書
や
読
み
書
き
教
科
書
（
往
来
物
）
に

し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
例
え
ば
、
幕
末
か
ら
明
治
初

年
に
会
津
地
方
で
使
用
さ
れ
た
『
九く

く々

往お
う

来ら
い

』
は
、

九
九
の
読
み
声
を
交
え
つ
つ
理
想
的
な
商
人
の
一

生
を
こ
う
記
す
。

　

凡お
よ

そ
子
供
二
々
が
四
、
二
三
が
六
の
頃
よ
り

行
儀
を
教
え
、
二
四
が
八
、
二
五
十
よ
り
手
習

い
・
学
文
に
遣
つ
か
わ

し
、
二
六
十
二
、
二
七
十
四
迄ま

で

厳き
び

敷し

く
い
た
し
、
二
八
十
六
、
二
九
十
八
よ
り

商
売
見
習
い
に
外
へ
遣
し
置
き
、
三
三
が
九
、

三
四
十
二
、
三
五
十
五
、
三
六
十
八
、
三
七
廿

一
、
三
八
廿
四
、
三
九
廿
七
の
頃
迄
人じ
ん

中ち
ゅ
うに

差

『
家
業
相
続
力
艸
』

江戸時代の寺子屋風景（和田耕斎作、松川半山画『闇路指南車』弘化 3年〔1846〕刊）

九
九
と
商
人
の
生
き
方
を

同
時
に
教
え
た『
九
々
往
来
』
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考
え
て
み
る
と
、
三
〇
〇
字
程
度
の
短
文
で

「
九
九
」
と
「
生
涯
指
針
」
を
同
時
に
教
え
込
む

趣
向
は
脱
帽
も
の
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
の
年
代
別
教
育
論
は
、様
々
な
身
分
・

職
分
で
展
開
し
た
点
が
大
き
な
特
色
で
、
こ
の
連

載
で
も
順
次
取
り
上
げ
る
が
、
今
回
は
、
大
名
が

書
い
た
点
で
異
色
、
か
つ
、
最
も
早
い
年
代
別
教

育
論
で
あ
る
『
初し
ょ

学が
く

文ぶ
ん

宗そ
う

』
を
紹
介
す
る
。

　

著
者
は
徳
川
家
康
の
第
九
子
で
尾
張
藩
初
代
藩

主
の
徳と
く

川が
わ

義よ
し

直な
お

（
一
六
〇
〇
〜
五
〇
）
で
、
慶け

い

安あ
ん

三
年
（
一
六
五
〇
）
に
書
か
れ
た
。
数
少
な
い
伝

本
間
で
も
多
少
の
異
同
が
あ
る
が
、
筆
者
蔵
の
明め
い

和わ

六
年
（
一
七
六
九
）
筆
、
白し

ら

木き

興つ
ね

常お
き

重
写
本
の

冒
頭
は
次
の
如
き
で
あ
る
。

夫そ

レ
学
ノ
事
ハ
難か

た

キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
人
生
ノ
日
々

ニ
用
ヒ
行
フ
処
、是
皆
学
ノ
道
ナ
リ
。
今
ノ
人
、

此
理
ヲ
知し
る

者
少
シ
。
学
問
ト
云
ヘ
バ
、
愚
ナ
ル

者
ノ
成な

す

ベ
キ
事
ニ
ア
ラ
ズ

ト
テ
、
聞き
く

ベ
キ
事
ト
モ
セ

ズ
。
故
ニ
愚
ナ
ル
者
ハ
弥
い
よ
い
よ

愚
ニ
シ
テ
道
ヲ
知
ル
事
ナ

シ
。
我
、
是
ヲ
イ
タ
ミ
思

フ
故
ニ
、
人
初
テ
生
レ
シ

ヨ
リ
七
十
以
上
マ
デ
ノ

間
、心
ヲ
正
シ
身
ヲ
修
メ
、

国
家
ヲ
治
メ
、
其そ
の

外ほ
か

、
官

職
、礼
法
、軍
旅
、葬
（
祭
）

ニ
至
い
た
る
マ
デ
仮
名
ヲ
以
テ
是

ヲ
書
付
ケ
、
一
巻
ト
成
シ

テ
是
ヲ
『
初
学
文
宗
』
ト

名
付
ク
。
蓋け
だ

シ
初
学
ノ
人

ヲ
シ
テ
大
道
ノ
一
端
ヲ
知し
ら

シ
メ
ン
ト
思
フ
心
也
。

　

す
な
わ
ち
、「
学
問
は
決

し
て
難
し
い
も
の
で
は
な

く
、
日
々
の
生
活
が
全
て
学

問
の
道
で
あ
る
。
だ
が
、
愚
者
に
は
学
問
は
無
縁

と
す
る
偏
見
の
た
め
、
愚
者
は
学
ぼ
う
と
せ
ず
、

ま
す
ま
す
愚
か
に
な
っ
て
道
か
ら
遠
ざ
か
る
。
こ

れ
が
残
念
で
な
ら
な
い
た
め
」
本
書
を
著
し
た
と

す
る
。
こ
れ
に
続
け
て
、
胎
教
か
ら
七
〇
歳
に
及

ぶ
生
涯
指
針
が
登
場
す
る
（
以
下
は
要
旨
）。

▽
妊
娠
中
＝
行ぎ
ょ

住う
じ

坐ゅ
う

臥ざ
が

に
気
を
つ
け
、
珍
し
い
物

や
怪
し
い
物
を
食
べ
ず
、
怪
し
い
色
を
見
ず
、

淫い
ん

乱ら
ん

の
音
を
聴
か
ず
、
心
を
動
揺
さ
せ
ず
、
夜

は
正
し
い
詩
や
道
理
に
か
な
っ
た
物
語
を
聴

く
。

▽
一
〜
五
歳
＝
怪
し
い
物
や
淫
乱
な
音
を
見
聞
き

さ
せ
な
い
。
淫
乱
な
歌
を
禁
止
し
、
右
手
を
使

う
こ
と
を
教
え
る
。

▽
六
〜
一
〇
歳
＝
怪
し
い
物
語
を
聞
か
せ
ず
、
怪

し
い
物
を
食
べ
さ
せ
な
い
。
数
字
や
読
み
書
き

を
教
え
る
。

▽
一
一
〜
一
五
歳
＝
弓
馬
の
道
を
教
え
、
学
問
を

さ
せ
る
。
人
と
争
わ
ず
、
傲
慢
な
心
を
戒
め
、

淫
乱
を
堅
く
戒
め
、
礼
法
を
習
わ
せ
る
。
父
母

へ
の
孝
、
主
君
へ
の
忠
、
朋
友
へ
の
信
を
教
え
、

家
臣
の
使
い
方
を
教
え
る
。

▽
一
六
〜
二
〇
歳
＝
衣
服
を
飾
ら
ず
、
正
直
者
と

交
際
し
、
邪じ
ゃ

佞ね
い

の
人
に
近
付
か
な
い
。
奇
怪
を

好
ん
だ
り
、
古
来
の
教
え
を
批
判
し
た
り
す
る

こ
と
を
禁
ず
る
。特
に
禅
宗
の
信
仰
を
禁
ず
る
。

…
…
（
中
略
）
…
…
血
気
盛
ん
な
年
頃
で
些
細

な
事
か
ら
過
ち
を
犯
し
や
す
い
の
で
気
を
つ
け

る
。
遊ゆ

山さ
ん

翫が
ん

水す
い

の
楽
し
み
、
人
を
翫

も
て
あ
そぶ

こ
と
、

酒
の
多
飲
を
禁
ず
る
。

▽
二
一
〜
三
〇
歳
＝
身
を
正
し
、
道
理
を
弁
わ
き
ま
え
、

人
の
言
葉
を
吟
味
し
、
悪
へ
近
づ
か
ぬ
よ
う
に

気
を
つ
け
、
善
言
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
人
の

諫
め
に
腹
を
立
て
な
い
。
と
に
か
く
善
悪
の
弁

え
に
徹
し
、
私
欲
・
物
欲
・
人
欲
に
心
奪
わ
れ

ぬ
よ
う
に
せ
よ
。

▽
三
一
〜
四
〇
歳
＝
万
事
一
通
り
学
び
終
え
る
年

代
の
た
め
、
必
ず
傲ご
う

慢ま
ん

の
心
が
生
じ
る
。
高
慢

の
心
を
抑
え
、
ま
す
ま
す
道
理
を
悟
っ
て
身
を

修
め
よ
。

▽
四
一
〜
五
〇
歳
＝
人
生
の
盛
り
な
の
で
、
十
分

に
慎
み
悪あ
く

名み
ょ
うを

取
ら
ぬ
よ
う
に
注
意
せ
よ
。

▽
五
一
〜
六
〇
歳
＝
老
年
に
入
っ
て
も
学
問
を
続

け
、
一
事
・
一
言
で
も
人
の
教
え
を
学
ぶ
よ
う

殿
様
が
領
民
に
説
い
た

人
生
七
〇
年
の
計

『
初
学
文
宗
』

1/3 広告
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に
心
懸
け
よ
。

▽
六
一
〜
七
〇
歳
＝
物
事
に
差
し
出
が
ま
し
く
な

り
、
時
代
に
合
わ
な
い
事
を
言
い
張
り
が
ち
な

の
で
十
分
慎
む
。
物
忘
れ
し
や
す
い
の
で
国
政

に
関
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
君
主
の
命
令
な
ら

ば
、
老
い
耄ぼ

れ
て
い
る
点
を
十
分
弁
え
、
慎
重

に
行
動
せ
よ
。
七
〇
歳
は
公
職
を
辞
退
す
べ
き

年
齢
で
あ
る
。

　

以
上
に
は
『
小
学
』（
１
）

な
ど
の
影
響
も
見
ら

れ
る
が
、
独
自
の
記
述
も
少
な
く
な
い
。
ち
な
み

（資料）『初学文宗』『和俗童子訓』『小学』の年代別教育論（教育内容）

年　齢 初学文宗　1650年 和俗童子訓　1710年 小　学　1187年

1-5歳

【1-5】怪しき物･淫乱な音の禁止／右
手使用

【1-5（男女）】善事を見聞きさせる／
好みや習いを選ぶ／淫欲･淫楽･浪
費･無益な遊芸の禁止（無害な遊び
は自由）

【1-5（男女）】子守･侍女等の吟味／
右手使用／男女に適した返事

6-10歳

【6-10】怪しき物語･怪しき食物の禁
止／数、読み書き

【6（男女）】数･方角／素質により6〜
7歳より仮名の読み書き､往来物／尊
長への礼､尊卑･長幼の別､言葉遣い

【7（男）】男女の別（席･食器）／礼
法､仮名の読み書き､読書

【7（女）】仮名･漢字､古歌（風雅の
道）／初めは名数･短い語句､その後

『孝経』首章､『論語』学而篇､『曹大
家女誡』等の読書

【8（男）】 礼儀（起居振舞､尊重･客
への応対､応答･言葉遣い､給仕方
､食礼､茶礼等）／門戸出入･着座
･飲食時の年長者への礼／わがまま
禁止／漢字（真書･草書）／習字
（能書による指導･大字から練習）
／短い語句の暗誦／才能により8〜
14歳で『小学』『四書』『五経』等
の読書

【10（男）】外師による五常･五倫の概
要､聖賢の書／10歳から『小学』『四
書』『五経』の読書と文武の芸

【10（女）】家庭内での紡績･裁縫／
小歌･浄瑠璃･三味線等禁止／風雅
の道

【6（男女）】数･方角

【7（男女）】男女の別（席･食器）

【8（男女）】礼儀／門戸出入･着座･
飲食時の年長者への礼（徳行の初
歩として長者への謙譲）

【9（男女）】月日の数え方

【10（男）】外師･下宿による文字･算
術･作法／絹服禁止

【10（女）】家庭内で女師による温和･
柔順（婉娩聴従）の躾／婦功（紡
績･裁縫）･祭祀･礼の補助

11-15歳

【11-15】馬術･弓術／学問による徳
性涵養（人との争い･慢心の禁止）
／淫乱禁止／礼法／忠孝､朋友の
信､家臣を使う道

【15（男）】義理中心､修身･治国の道 
＊20歳迄に『小学』『四書』等の大義
に精通

【13（男）】音楽･詩の読誦､勺の舞
【15（男）】象の舞･馬車御法
【15（女）】成人（笄着用）

16-20歳

【16-20】華美な衣類の禁止／正直者
との交際（邪侫の人を避ける）／奇
怪事･邪道･禅宗の禁止／遊山翫水
･飲酒の制限

【20（男）】幼心を捨て､成人の徳に従
い､広く学び､篤く行う

【20（男）】元服／成人の礼（生活規
範･国法･慣習法）／大夏の舞／孝
弟実践／知識･見聞の吸収

【20（女）】結婚（喪中なら23歳）

21-30歳
【21-30】身を正し理を明らかにする／
人の言葉を吟味し悪事を避ける／善
言･諫言に従う

【30（男）】結婚／公務担当／自由に
学び､良友と交わる

31-40歳
【31-40】慢心抑制／道理を悟り身を
修める

【40（男）】仕官（政治に関与）

41-50歳 【41-50】悪名を取らぬように注意する 【50（男）】一官の長に任命される

51-60歳 【51-60】学問を継続

61-70歳
【61-70】差し出口･不適切な発言禁
止　＊70歳で公職辞退

【70（男）】官職を辞し隠居

に
、貝
原
益
軒
の
「
随ず

い

年ね
ん

教き
ょ

法う
ほ
う」（『

和わ

俗ぞ
く

童ど
う

子じ

訓く
ん

』）

と
比
べ
る
と
（
右
頁
資
料
参
照
）、『
初
学
文
宗
』

の
次
の
特
色
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。

①
誕
生
前
の
胎
教
か
ら
隠
居
す
る
ま
で
の
全
生
涯

の
基
本
的
心
得
を
説
く

②
学
習
内
容
の
詳
細
に
は
触
れ
ず
、
生
涯
学
び
続

け
る
重
要
性
を
強
調

③
奇
怪
・
異
様
・
淫
乱
・
邪
道
な
も
の
を
遠
ざ
け
、

善
な
る
も
の
を
志
向

『
初
学
文
宗
』
は
軍
事
・
治
国
・
官
位
な
ど
庶
民

と
は
縁
遠
い
記
述
も
含
む
が
、
基
本
的
に
万
民

に
対
し
て
綴
ら
れ
た
こ
と

は
序
文
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
。
義
直
は
「
日
々
の

生
活
こ
そ
が
学
問
」
と
し
、

徳
性
を
養
う
人
間
教
育
こ

そ
学
問
の
本
道
で
あ
る
と

し
た
。
人
間
教
育
に
は
始

ま
り
は
あ
っ
て
も
終
わ
り

は
な
い
。
領
民
の
全
て
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら「
生

活
即
学
問
」
と
い
う
意
識

で
学
び
続
け
る
こ
と
を
期

待
し
た
の
で
あ
る
。

　

義
直
は
、
本
書
の
執
筆
後
間
も
な
い
慶け
い

安あ
ん

三
年

五
月
七
日
、
江
戸
藩
邸
で
没
し
た
（
享
年
五
一
）。

残
念
な
こ
と
に
、『
初
学
文
宗
』
は
秘
蔵
さ
れ
、

大
正
期
以
前
に
世
に
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
だ

が
、
本
書
の
年
代
別
教
育
論
は
益
軒
よ
り
も
六
〇

年
も
早
い
先
駆
的
な
年
代
別
教
育
論
で
あ
り
、
何

よ
り
藩
主
自
ら
の
啓
蒙
的
著
作
と
し
て
特
筆
す
べ

き
で
あ
る
。

　

現
代
人
よ
り
も
生
々
し
い
死
に
直
面
し
て
い
た

江
戸
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
、
年
代
別
教
育
論
は

重
要
な
テ
ー
マ
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
代
で
も
、
自
殺
、
脳
死
、
尊
厳
死
、
終

末
期
医
療
、
出
生
前
診
断
、
代
理
出
産
な
ど
、
生

死
に
関
す
る
様
々
な
問
題
の
中
で
「
死
生
学
」
へ

の
関
心
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代

の
年
代
別
教
育
論
の
数
々
は
、
現
代
人
の
死
生
観

再
考
に
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

【
注
】

（
１
）『
小
学
』
＝
中
国
宋
代
に
朱
熹
が
門
人
・
劉
子
澄
（
り

ゅ
う
し
ち
ょ
う
）
ら
と
共
に
編
纂
し
た
修
身
書
。
１
１

８
７
年
成
立
。
日
常
の
生
活
心
得
や
礼
儀
作
法
、
格
言
、

忠
臣
・
孝
子
の
伝
記
な
ど
を
古
典
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
。

『
和
俗
童
子
訓
』


